


20世紀の黙示禄を示唆するべく未体験“NEOホラー”が誕生した！
神秘的な森を舞台に、共生・共存という人間の倫理問題、人間が意識下で

求める本物の自由の形をテーマに描いた人間ドラマ『カリスマ』。

“世界の法IIIl を 1川復せよ’'という謎のメッセージを受け取った主人公の刑

·•ド・薮池五郎が、ふらりと訪れた森の中で出会った 1 本の木。この森は、この

木の根から分泌される毒素により、壊滅の一途を辿っているという。生かす

か、殺すか、いや共存はありえないのか？「あるがままにだ・・・」いつしかカリ

スマと同化した薮池が導く世界の法則とは••• ? 

独特の語り口で終末を予感させる衝撃のラストまで観るものを引き込ん

で離さない。人間の奥に眠る本能を呼び梵まされているような、認識する間

もなく陥れられる不安が全編に渦巻く未体験 “NEOホラー＂が涎生した！

'99年カンヌ国際映画祭に出品し、フランス先行ロードショー
をはじめ、「カリスマ」は世界が絶穀！

1999年秋、パリをはじめフランスの各地で、黒沢梢監将作品が上映された。

「 CURE キュア」のフランス公開、黒沢作品特集上映、そして「カリスマ」の

先行ロードショー ('99年 12 月 8 日封切）で華を飾る。

この秋のフェスティパルでの日本映両特渠は、 1996年の北野武監督、 1997

年の大島渚監腎に次ぐ 3 人 n 。フランスでは、’'クロサワ＂といえばもちろん、

故黒籾明監督を意味していたが、ここにきて“クロサワ’'は、黒沢消監督を

意味するといっても過言ではなくなった。

1999年カンヌ国際映画祭監付週lllJ・プレス評

く感動ど官能＞
〇彼の映画はフランシス・ベーコンの絵のようだ。登場人物の性格は計り

知れず、物詔は何通りにも解釈できる。美的表現は冷たく、かつ同時に感

動と官能に溢れている。

0そろそろフランスももう一人のクロサワを発見してもいいころだ。
キャロリーヌ・ジュルゲンソン／フィガロ紙 5月 17日付

＜哲学の黒い木寓話かホラー映画か、終末の悲劇を措＜ > 
0ジュール・ロマンは、田舎に対して“日中は退屈し、夜は恐ろしい”ところ

と表現している。黒沢消の描く田舎は決して退屈することはないが、夜も

昼も恐ろしい。『カリスマ』は、カンヌ映画祭で紹介された映画の中で最も

不安をかきたてる映画だ。

〇近代映両には類を見ない終末前の時代を表す悪炒絵図である。

ジャン・フランソワ・ロジェ／ル・モンド紙 5月 19日付
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